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1.はじめに 

夏季蒸暑期の外気湿度が高い地域において，室内を過

度に長時間冷房した場合，隙間を通じ室内側近傍まで多

湿な外気が侵入する部位では夏型結露の発生が危惧され

る．既報 1)の結果より換気方式や気密性能が非居住空間の

温湿度形成や夏型結露に与える影響は大きいと考えられ

るが，非居住空間(間仕切壁や天井裏等)に関わる住宅内の

隙間性状や室内外差圧，外気侵入量について十分に明ら

かになっていない． 

非居住空間に関わる差圧について，例えば，金子ら 2)は

一定の気密性能を有する住宅に対して冬期における実測

結果を得ているが，夏期における実測例や換気方式別の

実測例はあまり見られない． 

夏型結露に影響を与える非居住空間の温湿度形成に関

わる隙間性状と住宅内への外気侵入量を把握することを

目的とし，本報では，ある戸建実験住宅に関して，換気

方式ごとの非居住空間を含む夏期の室内外差圧の性状を

示し，外気から非居住空間や外壁の隙間を通じて室へ侵

入する流れについて検討した． 

2.実測概要 

 測定は，京都府木津川市に建つ，軽量鉄骨造 2F 建住

宅(2014 年築，床面積 84m2)で行った．実験住宅におけ

る 1,2F 平面図を図 1，図 2 に，断面図を図 3 に，主

な仕様を表 1 に示す．実験住宅の北側には大きな建物

があるが，その他方位は開けている．断熱性能は平成

28 年省エネ基準相当，相当隙間面積は 3cm2/m2 である．

機械換気は第 3 種換気と第 1 種換気に切り替えること

ができ，給排気口位置は図 1，図 2 に，換気量は表 1

に示す通りであり，換気回数は約 0.57 回/h である．  

 屋外，室内，非居住空間(間仕切壁内，天井裏，天井断

熱材下空間，床下，小屋裏，通気層内)の温度は 10 秒間隔，

それらの空間の差圧，屋外風向風速は 1 秒間隔で測定し

た．測定点を図 1～図 3 に示す．測定期間は 2021 年 8/5

～9/30 である．9/28 に第 3 種換気から第 1 種換気に切り

替えた．居室 4 部屋を全期間 25℃設定で冷房した． 

3.実験結果 

 本報では，9/25～9/30 の実験結果を示す注 1．なお 9/29

を第 1 種換気の代表日とし，その日の外気温に近い 9/25

を第 3 種換気の代表日とした． 

3.1.屋外風向風速 

実験住宅周囲の屋外風向風速を図 4 に示す．北側にあ

る建物の影響により，主方向は東西であり，いずれの時

間帯においても 0.02m/s 未満とほぼ無風状態である．その

ため，本実験住宅において，主に温度差換気により隙間

から外気が侵入していると考えられる． 
 

表 1 住宅仕様 

断熱 

仕様 

天井 住宅用ﾛｯｸｳｰﾙ 100mm 

壁 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 10K100mm 

床 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3 種 80mm 

窓 
ｱﾙﾐ樹脂複合ｻｯｼ 

Low-E 複層ｶﾞﾗｽ 

換気 

シス 

テム 

排気 
ﾀﾞｸﾄ式ｾﾝﾄﾗﾙ換気ｼｽﾃﾑ 

40m3/h※1×3 箇所 

給

気 

(第 3 種 

換気時) 

自然給気ガラリ 

(有効開口面積 20cm2/箇所) 

(第 1 種 

換気時) 

壁付給気ファン 

30m3/h※2×4 箇所 

※1：測定値(コーナー札幌製 KNS-300 使用)．※2：メーカーカタログ値． 

  
図 1 1F 平面図 図 2 2F 平面図 図 3 断面図(A-A) 図 4 屋外風向風速 

※温度計：SCD30(sensirion 製)，差圧計：SDP800(sensirion 製)，屋外風向風速計(実験棟屋根上方に設置)：MA-120(英弘精機製) 
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3.2.温度 

代表測定点の温度変動を図 5 に示す．晴天日(9/26 以外)

では，外気は概ね 20～25℃，小屋裏は 20～33℃，通気層

(2F 西面)は 22～39℃，床下は 21～23℃，居室は 23～24℃，

ホールは 24～27℃である．日中は居室に比べ外気や小屋

裏の温度が高くなり，夜間はその逆となる． 

 
図 5 代表測定点の温度変動 

3.3.換気方式ごとの室内外差圧と推定した流れの向き 

各部屋と室外の差圧変動を図 6，非居住空間と室外の

差圧変動を図 7 に示す．なお，差圧は測定値から 5 分前

平均値を求め注 2，水平方向の差圧は床面高さ，垂直方向

の差圧は 1F 床面，各階天井面の差圧に換算した． 

 図 6 より，第 3 種換気運転時には，各部屋に比べ室外

の方が圧力は高いため，室外から建物内への流れの向き

になっていると考えられる．しかし，第 1 種換気に切り

替え以降，1F 通気層に比べ居室の方が高くなっているた

め，流れの向きが変わっていると考えられる．また，第 3

種換気運転時に比べ第 1 種運転時の方が室内外差圧は小

さくなっているため，第 1 種換気の方が外気侵入量は少

なくなっていると考えられる． 

 図 7 より，居室に比べ小屋裏温度が高くなる日中は，

2F 間仕切壁に比べ小屋裏の方が，天井裏に比べ 2F 間仕切

壁の方が，床下に比べ 1F 間仕切壁の方が圧力は高い．そ

のため，日中は非居住空間について，上方から下方の流

れになっていると推定される．夜間においては，圧力場

は逆になっているため，下方から上方への流れになって

いると考えられる． 

 代表時間帯における室内外温度および差圧と差圧を元

に推定した流れの向きを，図 8～図 10 に示す．図 6，図 

7 で確認した第 3 種換気と第 1 種換気の違いによる室内外

差圧の差や非居住空間に関わる日中と夜間における流れ

の向きの違い，また間仕切壁から居室やホールへの流れ

の向きを確認できる． 

 
図 6 各部屋と室外の差圧変動 

 
図 7 非居住空間と室外の差圧変動 

4.まとめ 

戸建住宅において，第 3 種換気に比べ第 1 種換気の方

が室内外差圧は小さくなるため非居住空間への外気侵入

量は少なくなると考えられることや外気から非居住空間

を通じて建物内へ侵入する流れを示した．今後，別途測

定した，各室での CO2 発生時における各室 CO2 濃度変化

の結果と合わせて，非居住空間に関わる隙間性状と外気

侵入量について検討予定である． 

注 1：8 月の盛夏においても，差圧の実測結果から推定される第 3 種換気

時の流れの向きは 9/25 と同様であることを別途確認済． 

注 2：図 6,7 の凡例に示す各測定箇所の右側の室を基準とした差圧．平均

値に対する標準偏差は数%であり，5 分内の変動は小さい． 
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図 8 第 3 種(9/25 日中 12～14 時) 図 9 第 3 種(9/26 夜間 0～2 時) 図 10 第 1 種(9/29 日中 12～14 時) 

代表時間帯における室内外温度および差圧と差圧を元に推定した流れの向き(矢印⇒の先端の方が圧力は低い) 
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